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組
合
で
は
、
積
極
的
な
市
乳

拡
販
を
め
ざ
し
、
六
月
二
十
五

日
よ
り「
那
須
だ
い
す
き
牛
乳
」

を
新
発
売
い
た
し
ま
し
た
。

　

使
用
原
乳
は
、
那
須
地
方
か

ら
生
産
さ
れ
た
新
鮮
・
安
全
・

安
心
な
良
質
乳
を
厳
選
し
、
製

造
法
も
最
新
技
術
、
Ｅ
Ｓ
Ｌ
法

（
品
質
保
持
期
限
の
延
長
）
に

よ
り
、
衛
生
的
か
つ
品
質
保
持

期
限
も
二
週
間
に
延
び
ま
す
。

　

パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
、
白
地
に
那

須
を
代
表
す
る
り
ん
ど
う
を
イ

ラ
ス
ト
し
、
商
品
名
は
筆
文
字

に
よ
り
、
品
位
性
と
親
し
み
感

に
富
み
、
店
頭
で
も
注
目
さ
れ

る
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
の
Ｐ
Ｒ
・
拡
販
に

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
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新新
発発
売売
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酪
農
と
ち
ぎ
第
二
回
総
代
会
を
六
月

二
十
七
日
、
高
根
沢
町
民
ホ
ー
ル
に
総

代
百
八
十
五
名
が
出
席
し
て
開
催
致
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
定
刻
午
前
十
一
時
に
定
足

数
を
満
た
し
、
菊
池
副
組
合
長
が
開
会
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を
宣
し
、
前
田
組
合
長
は
挨
拶
の
中
で

酪
農
情
勢
及
び
県
北
Ｃ
Ｓ
・
県
南
支
所

の
建
設
予
定
等
を
含
め
、
合
併
二
年
度

の
経
過
、
三
年
度
の
事
業
方
針
に
つ
い

て
報
告
い
た
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、橋
本
俊
一
県
農
務
部
長（
代

理
）
よ
り
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

　

議
長
団
に
は
高
橋
裕
忠
氏（
真
岡
市
）

伊
藤
英
男
氏
（
塩
原
町
）
が
選
任
さ
れ
、

第
一
号
か
ら
第
四
号
議
案
ま
で
慎
重
に

審
議
し
、
全
議
案
と
も
原
案
通
り
可
決

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
第
一
号
議
案
で
は
、
今
回
の

配
当
金
か
ら
資
本
造
成
を
行
う
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
今
後
の
造
成
見
通
し
な

ど
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
第

二
号
議
案
で
は
、
県
北
Ｃ
Ｓ
及
び
県
南

支
所
の
建
設
計
画
に
つ
い
て
の
質
疑
に

も
、
詳
細
に
説
明
す
る
と
共
に
尚
一
層

第
二
回
通
常
総
代
会
を
開
催

県
北
Ｃ
Ｓ
建
設
を
具
体
化
・
資
本
造
成
始
ま
る
！
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業
務
の
合
理
化
を
進
め
る
事
を
報
告
し
、

相
馬
副
組
合
長
が
閉
会
を
宣
し
終
了
し

ま
し
た
。

当
日
の
出
席
状
況

　

定
数
百
九
十
名
、
本
人
出
席
百
五
十

五
名
、
書
面
議
決
三
十
名

主
な
質
疑
、意
見
要
望
事
項

①
教
育
情
報
資
金
に
つ
い
て

②
繰
越
剰
余
金
に
つ
い
て

③
出
資
配
当
金
の
基
準
に
つ
い
て

④
資
本
造
成
の
進
め
方
に
つ
い
て

⑤
出
資
金
の
格
差
に
つ
い
て

⑥
出
資
目
標
額
の
基
準
に
つ
い
て

⑦
市
乳
事
業
の
強
化
に
つ
い
て

⑧
県
北
Ｃ
Ｓ
及
び
、
県
南
支
所
の
建
設

に
つ
い
て

⑨
家
畜
排
泄
法
の
対
応
に
つ
い
て

⑩
乳
質
保
全
規
程
に
つ
い
て

⑪
需
要
期
増
産
奨
励
制
度
に
つ
い
て

⑫
ふ
れ
あ
い
牧
場
事
業
に
つ
い
て

⑬
総
会
制
に
つ
い
て

　

ま
た
、
当
日
は
乳
質
共
励
会
表
彰
及

び
サ
イ
レ
ー
ジ
共
励
会
表
彰
が
行
わ
れ
、

日
頃
の
努
力
を
讃
え
ま
し
た
。
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組 合 長 の 挨 拶

貴重なご意見、ご要望が出されました

議長団の高橋裕忠氏（右）、伊藤英男氏（左）
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平成14年度サイレージ共励会表彰者受付簿
牧草サイレージの部

農　家　名コード所属支所名表彰区分
植木　　茂20019宇都宮支所最優秀賞
斎藤　　修13011宇都宮支所優 秀 賞
古谷　康典30005

栃木県南支所
優 良 賞 小林　隆志30003

大田原孝雄2117那須高原支所
相馬　健一2151那須高原支所

努 力 賞
町井　　覚27023栃木県南支所
松村　吉晃07031那須高原支所
森林　　実11035宇都宮支所
大阿久　要41003栃木県南支所
１０名計

トウモロコシサイレージの部
農　家　名コード所属支所名表彰区分
滝沢　悦郎16005宇都宮支所

最優秀賞 小松　良吉01033那須高原支所
前原　　恒36001栃木県南支所
平野　勝弘10009宇都宮支所優 秀 賞
阿久津　智16013宇都宮支所

優 良 賞

町井　幸衛28029
栃木県南支所

大森　隆志28023
渡辺　久男02361那須高原支所
箕輪　長二16039宇都宮支所
川又　隆夫28021栃木県南支所
黒崎　乳業30021栃木県南支所

努 力 賞

佐藤　充則10039宇都宮支所
大木　昭文28005栃木県南支所
村上　昭夫16007

宇都宮支所
高瀬　賢治11023
河原　律子27017

栃木県南支所
梶村　健介28011
岡本　秀治16003宇都宮支所
１８名計

平成14年度乳質共励会表彰者名簿
備　　考農家名コード所属支所及びブロック表彰区分
知 事 賞
知 事 賞
農務部長賞
農務部長賞

菊地　清一02101高 林 支 部

那須高原支所
優秀賞
１２名

小針　秀夫02291青 木 支 部
佐藤　栄昭02225青 木 支 部
小林　陽子03021塩 原 支 部
林　　武信01115中 部 支 部
小泉　源次01127中 部 支 部
渡辺仁太郎02089高 林 支 部
人見　政朝01197高 久 支 部
伊藤　昭一02301くろいそ支部
仙波　信男03017塩 原 支 部
小田戸幸道10025那須南支部宇都宮支所
石川　市郎31003真岡市支部栃木県南支所
池田　一夫02145高 林 支 部

那須高原支所

優良賞
２１名

川井　一美02263青 木 支 部
平野　恒夫10007那須南支部宇都宮支所
大田原　浩02245青 木 支 部

那須高原支所
井上　徹男02251青 木 支 部
大柿　彰吾26011宇河今市支部宇都宮支所
宍戸　英樹01169高 久 支 部

那須高原支所
西森　正一01259中 部 支 部
松井　　実11001那須南支部

宇都宮支所 須藤　建次11017那須南支部
荻野　和夫13019塩谷矢板支部
木村　英夫02035穴 沢 支 部

那須高原支所

前田　宏幸02305くろいそ支部
松本　伸一02327くろいそ支部
加藤　拓央02339くろいそ支部
高久　武男02343くろいそ支部
人見　修由02169高 林 支 部
木村　　肇03033塩 原 支 部
松本　和徳05019大田原支部
仲山　　茂16047塩谷高根沢支部宇都宮支所
松山　秀夫32005二宮町支部栃木県南支所
３３名計

トウモロコシサイレージ共励会表彰 乳質共励会知事賞 乳質共励会優秀賞表彰

牧草サイレージ共励会表彰 乳質共励会優良賞表彰
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わ
が
国
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
酪

農
乳
業
行
政
担
当
者
に
よ
る
酪
農
品
需

給
情
報
交
換
会
議
が
、
六
月
十
六
・
十

七
日
の
二
日
間
、
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
の
国
内
情
勢
と
し
て
、
平
成
十
四
〜

十
五
年
シ
ー
ズ
ン
の
農
家
手
取
り
乳
価

が
国
際
市
場
の
悪
化
、
為
替
の
影
響
で

前
年
比
三
十
三
％
減
な
ど
の
報
告
が
な

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
に
対
し
て
、

酪
肉
近
代
化
基
本
計
画
の
進
捗
状
況
、

脱
粉
対
策
等
の
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
日
目
の
十
七
日
、
本
組
合
及
び
栃

木
明
治
牛
乳
を
見
学
さ
れ
ま
し
た
。
栃

木
明
治
牛

乳
の
永
井

社
長
が
プ

ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
に
よ

る
工
場
紹

介
の
後
に
、

ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド

側
か
ら
質
疑
が
出
さ
れ
、
通
訳
の
方
が

戸
惑
う
ほ
ど
活
発
に
意
見
交
換
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
工
場
視
察
が
行

わ
れ
、
興
味
深
げ
に
製
造
ラ
イ
ン
を
視

察
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
酪
農
と
ち

ぎ
検
査
室
に
て
、
導
入
し
た
ば
か
り
の

検
査
機
器（
コ
ン
ビ
フ
ォ
ス
）を
見
学
さ

れ
ま
し
た
。

　

酪
農
品
需
給
情
報
交
換
会
議
に
は
、

日
本
側
か
ら
農
水
省
の
荒
川
隆
牛
乳
乳

製
品
課
長
、
同
石
橋
朋
子
課
長
補
佐
、

同
天
野
絵
里
係
長
、
農
畜
産
業
振
興
事

業
団
か
ら
、
渡
辺
紀
之
理
事
、
塚
田
幸

雄
乳
業
部
長
、
野
村
俊
夫
乳
業
部
製
品

課
長
ら
が
出
席
し
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
側
か
ら
は
、
農
林
省
の
ア
ラ
ン
・
カ

ー
国
際
政
策
部
長
、
レ
ベ
ッ
カ
・
ベ
レ

ン
ト
政
策
分
析
官
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
大
使
館
か
ら
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
ス
レ
イ

ド
公
使
、
マ
リ
ア
・
ボ
ー
シ
ェ
フ
ス
キ

ー
一
等
書
記
官
、
藤
林
慶
子
経
済
担
当

調
査
官
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。 
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六
月
上
旬
よ
り
、
各
支
所
毎
に
支
所

別
説
明
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

酪
農
と
ち
ぎ
は
、
総
代
会
制
に
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
全
組
合
員
に
十
四

年
度
事
業
実
績
及
び
平
成
十
五
年
度
事

業
計
画
に
つ
い
て
ご
報
告
し
、
皆
さ
ん

か
ら
の
ご
要
望
、
ご
意
見
を
頂
く
こ
と

と
し
、
初
年
度
よ
り
開
催
し
て
お
り
ま

す
。
今
年
度
の
支
所
別
説
明
は
六
月
九

日
〜
十
七
日
の
五
会
場
で
行
わ
れ
、
積

極
的
な
ご
意
見
、
ご
要
望
を
頂
き
ま
し

た
。

◎
主
な
ご
意
見
ご
要
望
等

　

那
須
高
原
支
所

　

平
成
十
五
年
度
増
産
対
策
に
つ
い
て

　

ふ
れ
あ
い
牧
場
の
運
営
に
つ
い
て

　

規
格
外
及
び
不
合
格
乳
の
乳
代
に
つ
い
て

　

外
国
人
研
修
生
受
入
れ
に
つ
い
て

　

補
助
事
業
の
取
組
み
に
つ
い
て

　

乳
質
検
査
に
つ
い
て

　

職
員
の
給
与
に
つ
い
て

　

宇
都
宮
支
所

　

乳
質
保
全
規
程
に
つ
い
て

　

平
成
十
五
年
度
需
要
期
奨
励
制
度
に
つ
い
て

　

外
国
人
研
修
生
受
入
れ
に
つ
い
て

　

県
北
Ｃ
Ｓ
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　

県
南
支
所

　

平
成
十
四
年
事
業
実
績
に
つ
い
て

　

剰
余
金
処
分
案
に
つ
い
て

　

増
資
計
画
に
つ
い
て

　

乳
質
保
全
規
程
に
つ
い
て
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乳質検査システムの説明

酪農とちぎでの意見交換会

支
所
別
説
明
会

五
箇
所
で
開
催
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栃木明治牛乳の視察
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那
須
高
原
支
所

　

女
性
会
黒
磯
支
部
視
察
研
修
会
開
催

　

さ
る
六
月
二
十
五
日
、
女
性
会
黒
磯

支
部
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

視
察
先
の
赤
城
村
に
着
い
た
時
は
生

憎
の
天
候
で
し
た
が
、
皆
様
の
行
い
が

よ
い
為
か「
ぐ
ん
ま
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
」

で
は
雨
も
あ
が
り
、
綺
麗
に
整
備
さ
れ

た
庭
園
を
散
策
し
た
後
、
次
の
視
察
先

「
吉
野
牧
場
」
へ
向
か
い
ま
し
た
。
吉

野
牧
場
は
、
赤
城
高
原
の
中
心
地
に
あ

り
、
牛
舎
を
増
設
し
な
が
ら
規
模
拡
大

し
て
来
た
牧
場
で
す
。
快
適
な
環
境
で

見
渡
し
が
良
く
、
事
務
所
の
中
で
牧
場

内
を
一
望
で
き
る
様
に
工
夫
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
牧
場
内
を
息
子
さ
ん
の
案
内

で
見
学
を
行
い
、
会
員
の
皆
さ
ん
よ
り

活
発
な
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
快

く
説
明
を
頂
き
ま
し
た
。

　

「
吉
野
牧
場
」
の
経
営
概
況
は
、
成

乳
頭
数
が
五
百
頭
、
子
牛
・
育
成
牛
が

三
百
頭
、
搾
乳
が
一
日
に
三
回
、
従
業

に
気
遣
い
、
ま
た
管

理
の
し
易
さ
を
図
っ

て
い
ま
す
。
外
見
的

に
も
遊
び
心
と
言
う

か
訪
問
者
に
目
を
引

く
よ
う
な
ユ
ニ
ー
ク
な
オ
ブ
ジ
ェ（
写
真

③
）
な
ど
も
あ
り
牧
場
と
し
て
の
カ
ラ

ー
作
り
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
は
、
Ｓ
さ
ん
夫
婦
が
酪
農
ヘ
ル
パ
ー

の
Ｏ
さ
ん
と
話
し
を
し
な
が
ら
Ｏ
さ
ん

が
製
作
し
た
も
の
で
、
使
い
勝
手
が
良

く
、見
た
目
も
良
い
と
喜
ん
で
い
ま
す
。

　

Ｓ
さ
ん
は
「
規
模
拡
大
を
図
り
、
こ

れ
か
ら
が
大
変
。
将
来
に
向
け
働
い
て

く
れ
る
育
成
を
大
切
に
育
て
て
い
き
た

い
。
持
つ
能
力
を
十
二
分
に
発
揮
し
て

も
ら
う
た
め
に
も
環
境
作
り
を
大
切
に

し
た
い
。」と
の
希
望
に
満
ち
た
言
で
あ

り
ま
し
た
。

　

栃
木
県
南
支
所

　

沖

酪

農

協

　

創
立
五
十
周
年
記
念
牛
魂
祭
及
び
式
典

　

六
月
二
日
晴
天
の
中
、
藤
田
二
宮
町

長
、
前
田
組
合
長
は
じ
め
関
係
者
来
賓

列
席
の
も
と
、
農
事
法
人
・
二
宮
町
沖

酪
農
協
同
組
合
創
立
五
十
周
年
記
念
牛

員
が
二
十
歳
前
半
と
若
手
ば
か
り
で
、

活
気
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
獣

医
師
を
一
名
雇
い
入
れ
、
牛
の
健
康
管

理
も
徹
底
し
素
晴
ら
し
い
牧
場
で
し
た
。

吉
野
牧
場
の
畜
舎
環
境
及
び
経
営
内
容

は
、
今
後
規
模
拡
大
を
行
う
上
で
非
常

に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

宇
都
宮
支
所

　
「
後
継
牛
の
育
成
と
、環
境
作
り
を　
 

モ
ッ
ト
ー
に
！
」

　

烏
山
の
Ｓ
牧
場
は
、
公
共
事
業
を
受

け
、
四
月
に
移
転
し
、
規
模
拡
大
を
し

ま
し
た
。
ミ
ル
キ
ン
グ
パ
ー
ラ
ー
・
フ

リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎
一
棟
、
糞
尿
処
理

施
設
ニ
棟
の
施
設
で
、
成
牛
百
頭
、
育

成
牛
四
十
頭
を
目
標
に
現
在
乳
牛
を
増

や
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
施
設
に

手
作
り
の
カ
ー
フ
ハ
ッ
チ
が
あ
り
（
写

真
①
、
②
）、
哺
乳
牛
の
コ
ン
フ
ォ
ー
ト

�

�

�

�

����
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
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魂
祭
及
び
式
典
が
沖
農
村
公
園
で
盛
大

に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
宮
町
沖
は
、
県
南
の
東
南
端
の
県

境
に
接
し
、
現
在
約
八
十
戸
の
農
家
が

水
田
・
畑
作
百
四
十
町
歩
を
有
す
る
、

米
麦
を
中
心
と
し
た
水
田
地
帯
で
す
。

沖
酪
農
協
同
組
合
は
、
昭
和
二
十
八
年

北
海
道
よ
り
十
一
頭
を
導
入
し
て
結
成

さ
れ
、
現
在
の
組
合
員
数
十
二
名
、
飼

養
頭
数
五
百
八
頭
、
出
荷
乳
量
二
千
七

百
二
ｔ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

創
立
当
初
か
ら
互
助
会
を
設
立
し
、

「
落
伍
者
を
出
す
な
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

皆
で
成
功
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
精
神
は
今
で
も
堅
く
守
ら
れ
て
い
ま

す
。
雌
仔
牛
が
生
ま
れ
る
と
そ
の
家
に

集
ま
っ
て 
厩  
祭 
を
行
い
、
祝
い
の
酒
を

ま
や 
ま
つ
り

酌
み
交
わ
し
、
皆
で
喜
び
合
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
乳
牛
導
入
、
機
械
の
共
同

導
入
、
一
方
で
は
育
成
に
力
を
注
ぎ
共

進
会
を
発
足
さ
せ
、「
乳
と
蜜
の
満
つ
る

里
」
を
目
指
し
て
今
日
ま
で
沖
酪
農
は

発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
八
代
目
組
合
長
松
山
秀
夫
さ

ん
を
中
心
に
、
協
同
の
精
神
の
も
と
、

規
模
拡
大
、
新
た
な
前
進
を
目
指
し
て

活
躍
し
て
い
ま
す
。

①

②

③
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生
乳
販
売
部

　

全
国
の
生
乳
生
産
量
の
伸
び
率
鈍
化

傾
向
に
！

　

五
月
度
の
北
海
道
生
乳
生
産
量
は
、
前

年
比
一
〇
一
・
一
％
と
、
五
％
台
の
伸
び

を
示
し
た
昨
年
の
反
動
に
よ
り
、
伸
び
率

は
減
少
し
ま
し
た
。
一
方
、
都
府
県
に
つ

い
て
は
前
年
比
九
九
・
三
％
で
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
ア
ウ
ト
・
イ
ン
移
動
分
に
よ

る
も
の
で
す
。
全
国
比
で
は
一
〇
〇
・
一

％
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
実
質
的
に
は

減
少
幅
が
拡
大
し
て
い
る
も
の
と
見
ら
れ

ま
す
。
関
東
生
乳
販
連
に
お
い
て
も
前
年

比
九
七
％
と
、
相
変
わ
ら
ず
前
年
を
大
幅

に
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

　

販
売
実
績
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な

生
産
の
状
況
下
、
醗
酵
乳
向
け
は
需
要
の

一
巡
か
ら
か
伸
び
が
鈍
化
し
た
も
の
の
、

飲
用
牛
乳
向
け
の
伸
び
に
よ
り
飲
用
等
向

け
は
前
年
比
一
〇
二
・
一
％
（
関
東
で
は

九
八
・
五
％
と
生
産
減
に
よ
り
前
年
割

れ
）
と
前
年
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
加
工

向
け
に
つ
い
て
は
七
％
（
前
年
比
八
八
・

四
％
）
と
前
月
に
引
き
続
き
減
少
し
て
お

り
、
相
変
わ
ら
ず
需
給
は
堅
調
な
状
況
が

続
い
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
五
月
の
組
合
の
生
産

乳
量
は
、
前
年
比
九
八
・
八
％
と
前
月
に

引
き
続
き
下
回
っ
て
お
り
ま
す
。
支
所
別

で
見
ま
す
と
、
県
南
支
所
は
一
〇
〇
・
四

％
と
前
月
に
引
き
続
き
堅
調
だ
っ
た
も
の

の
、
那
須
高
原
支
所
は
九
八
・
三
％
、
宇

都
宮
支
所
は
九
八
・
二
％
の
実
績
と
、
回

復
傾
向
が
見
ら
れ
ず
前
年
を
下
回
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
一
年
で
も
っ
と
も
需
要
が

多
い
時
期
と
な
る
こ
と
か
ら
、
早
期
の
生

産
回
復
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

乳
質
に
お
い
て
、
無
脂
固
形
分
率
が
前

月
に
引
き
続
き
前
年
を
〇
・
一
六
五
％

（
平
均
で
八
・
八
三
％
）
上
回
り
ま
し
た
が
、

脂
肪
率
（
三
・
八
四
％
）
は
逆
に
、
若
干
で

は
あ
り
ま
す
が
、
〇
・
〇
七
％
下
回
り
、

細
胞
数
は
一
・
〇
一
万
増
加
し
ま
し
た
。

　

細
菌
数
等
の
事
故
防
止
に
対
し
て
は
、

組
合
員
の
皆
様
方
は
日
々
ご
努
力
し
て
い

る
と
こ
ろ
と
は
思
い
ま
す
が
、
残
念
な
が

ら
バ
ル
ク
ク
ー
ラ
ー
の
整
備
不
備
、
ス

イ
ッ
チ
の
入
れ
忘
れ
等
に
よ
る
細
菌
数
事

故
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
組
合
員
の
皆

様
方
に
は
、
な
お
一
層
の
ご
注
意
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

梅
雨
本
番
と
な
り
、
湿
度
が
高
く
蒸
し

暑
い
日
が
続
い
て
お
り
、
乳
質
の
低
下
が

懸
念
さ
れ
ま
す
の
で
、
乳
牛
の
飼
養
管
理

に
努
め
乳
成
分
及
び
衛
生
的
乳
質
の
更
な

る
改
善
に
ご
努
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

五
月
の
乳
量
及
び
乳
質
成
績
は
上
記
の
と

お
り
で
す
。

市
乳
販
売
部

　

こ
の
度
市
乳
販
売
部
で
は
、
東
京
明
販

㈱
と
共
同
で
開
発
し
た
「
那
須
だ
い
す
き

牛
乳
」
を
発
売
致
し
ま
し
た
。
こ
の
商
品

�
�
�
���

�　体細胞数の推移 �　無脂乳固形分率の推移

�　脂肪率の推移 �　乳量の推移
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青
年
部
で
は
、
若
き
担
い
手
が
、
酪
農

に
対
し
て
夢
や
希
望
が
持
て
る
よ
う
事
業

展
開
し
ま
す
。

　

女
性
会
本
部
総
会
開
催

　

六
月
十
三
日
、
高
根
沢
町
元
気
あ
っ
ぷ

む
ら
に
於
い
て
、
酪
農
と
ち
ぎ
女
性
会
第

二
回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
会
長
は
、
会
員
が
一
堂
に
会
し
て
交

流
を
深
め
る
為
に
全
体
研
修
会
を
行
う
こ

と
、
女
性
会
会
員
と
し
て
一
体
感
を
高
め

る
為
に
「
環
境
美
化
に
努
め
る
」「
家
族
経

営
協
定
締
結
に
向
け
努
力
す
る
」
を
統
一

テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
る
こ
と
等
、
協
力
を

得
な
が
ら
取
組
み
、
今
年
一
年
を
希
望
を

持
っ
て
過
ご
せ
る
様
に
し
て
行
き
た
い
と

挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
那
須
支
部
の
中
島
三
咲
子
氏

が
選
任
さ
れ
、
総
会
資
料
を
基
に
議
事
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。
全
議
案
と
も
原
案
通

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終

了
後
、
懇

親
会
が
開

か
れ
、
楽

し
い
ひ
と

時
を
過
ご

し
、
親
睦

が
深
め
ら

れ
ま
し
た
。

〔単位：頭，千円（税込）〕

601　
　以上

551　
 ～600

501　
 ～550

451　
 ～500

401　
 ～450

～400
平均
価格

成立
頭数

開催日市場名

２３３７３６１７３４４８１１６６月４日釧 路

５７９４７２１８５３４６１２４９６月５日根 室

４０８９５７２４１４５８２１１６月６日豊 富

１５５１０６７３１９１１４４８３３６８６月１１日十 勝

３５９１７８２８４３４５３２３９６月１２日北 見

３１０４１７３１６１０６２３１１４５８１,１８３合 計

３７２４８２３７３１９８－－４６２１,４２５前 月

７８２９５５５０２９０１０２２４４２１１,３３９前年同月

〔単位：円（税込）〕平成15年６月

平　 均最　 低最　 高平均体重成立頭数種　 別市場名

５２,９１３６,３００７２,４５０－８８ホルス雄

十
五
日

西
那
須
野

１３６,９０６１９,９５０１７５,８５０－７５Ｆ１雄

７９,１６４４０,９５０１２１,８００－７１Ｆ１雌

５４,３３３５２,０００５７,０００６８３ホルス雄

十
七
日

館　

林
１６４,６００１５０,０００１７８,０００７０５Ｆ１雄

１０１,５００８９,０００１２１,０００６８６Ｆ１雌

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

酪　

農　

部

　

青
年
部
本
部
総
会
開
催

　

六
月
二
日
、
ふ
れ
あ
い
牧
場
に
於
い
て
、

酪
農
と
ち
ぎ
青
年
部
第
二
回
通
常
総
会

（
代
議
員
）
が
開
催
さ
れ
、
執
行
部
よ
り

提
出
さ
れ
た
全
議
案
は
原
案
通
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

平
成
十
五
年
度
事
業
と
し
て
、
親
善
球

技
大
会（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
ボ
ー
リ
ン
グ
）

の
実
施
、
関
係
団
体
行
事
へ
の
参
加
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
規
事
業
と
し
て
、
酪
農
と
ち
ぎ
の
将

来
を
担
う
部
員
達
の
、
知
識
と
技
術
を
向

上
さ
せ
、
青
年
部
の
共
通
テ
ー
マ
と
な
る

よ
う
、
Ｅ
Ｔ
研
究
会
の
設
立
に
向
け
て
検

討
し
ま
す
。

　

ま
た
、
全
共
栃
木
県
大
会
へ
向
け
て
研

鑽
を
積
む
為
に
、
全
道
共
進
会
視
察
を
実

施
し
ま
す
。

　

後
継
者

対
策
と
し

て
「
出
会

い
・
ふ
れ

愛
パ
ー

テ
ィ
ー

（
仮
称
）」

の
実
施
を

計
画
し
て

い
ま
す
。

の
販
売
に
あ
た
り
、
生
産
現
場
よ
り
製
造

に
つ
い
て
の
知
識
修
得
の
為
、
四
月
二
十

一
日
か
ら
二
十
二
日
に
か
け
て
、
東
京
明

販
㈱
の
営
業
担
当
者
五
十
名
に
よ
る
研
修

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
酪
農
と
ち
ぎ
那
須
工
場
を

見
学
し
、
栃
木
明
治
永
井
社
長
並
び
に
侍

園
工
場
長
よ
り
内
容
の
濃
い
講
義
と
指
導

を
頂
き
ま
し
た
。翌
日
、今
牧
場（
那
須
町
）、

小
野
牧
場
（
黒
羽
町
）、
渡
辺
牧
場
（
塩
原

町
）
の
三
ヵ
所
の
牧
場
を
め
ぐ
り
、
搾
乳

か
ら
工
場
出
荷
ま
で
の
一
連
の
流
れ
を
、

そ
れ
ぞ
れ
の
牧
場
や
移
動
の
バ
ス
車
中
で

質
疑
応
答
を
行
い
な
が
ら
研
修
し
ま
し
た
。

　

本
組
合
の
牛
乳
は
、
新
鮮
で
良
質
、
ま

ご
こ
ろ
を
込
め
て
出
荷
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
し
か
も
一
頭
一
頭
の
飼
養
管
理
、
衛

生
管
理
が
い
か
に
徹
底
さ
れ
て
い
る
か
と

い
う
事
を
、
今
回
の
研
修
で
学
ん
で
頂
き

ま
し
た
。
今
後
は
研
修
会
で
学
ん
だ
事
を

セ
ー
ル
ス

ト
ー
ク
に

活
か
し
、

当
組
合
の

市
乳
販
売

事
業
に
貢

献
し
て
頂

け
る
も
の

と
期
待
し

て
い
ま
す
。
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� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

家 畜 市 場 成 績６月ホクレン初妊牛市場成績

今　牧　場（那須町）
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ど
も
消
費
者
に
愛
飲
さ
れ
る
よ
う
担
当

者
一
同
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

組
合
員
の
皆
様
か
ら
も
、
首
都
圏
に

住
む
知
人
等
に
お
話
し
し
て
下
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
県
内
の
販
売
店
で

は
、
ダ
イ
ユ
ー
・
池
上
ス
ト
ア
ー
・
Ｙ

シ
ョ
ッ
プ
・
石
川
ス
ト
ア
ー
・
塩
原
屋

・
高
根
沢
農
協
・
ヤ
ナ
セ
ス
ト
ア
ー
・

福
田
屋
・
ダ
イ
マ
ル
等
で
販
売
し
て
お

り
、
関
東
全
域
で
今
の
と
こ
ろ
八
百
店

を
越
え
る
ス
ー
パ
ー
・
量
販
店
等
で
販

売
し
て
お
り
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
さ
ん
が
日
々
乳
質
向
上

に
努
力
さ
れ
、
他
の
ど
の
牛
乳
に
も
負

け
な
い
新
鮮
で
お
い
し
い
牛
乳
と
い
う

こ
と
を
強
調
し
て
宣
伝
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

ひ
と
つ
お
断
り
し
て
お
き
ま
す
。
こ

の
「
那
須
だ
い
す
き
牛
乳
」
は
安
売
り

を
し
ま
せ
ん
。
も
し
値
段
が
高
い
と
い

う
批
判
が
あ
り
ま
し
た
ら
〔
那
須
の
新

鮮
な
良
質
乳
を
使
用
し
、
近
代
的
な
製

法
（
Ｅ
Ｓ
Ｌ
）
で
製
造
し
て
い
る
た
め

風
味
が
持
続
さ
れ
、
品
質
保
持
期
限
も

二
週
間
で
あ
る
こ
と
〕な
ど
説
明
し
、理

解
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

安
売
り
牛
乳
を
少
な
く
す
る
こ
と
は

牛
乳
の
価
値
を
高
め
、 
延 
い
て
は
酪
農

ひ

家
の
努
力
が
報
わ
れ
る
こ
と
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。「
那
須
だ
い
す
き
牛
乳
」
の

成
功
の
た
め
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

（
Ｗ
）

　

組
合
で
は
、
主
力
商
品
と
し
て
「
那

須
だ
い
す
き
牛
乳

須
だ
い
す
き
牛
乳
」
を
六
月
二
十
五
日

関
東
地
域
で
い
っ
せ
い
に
新
発
売
い
た

し
ま
し
た
。
ま
だ
発
売
し
て
日
が
浅
い

の
で
す
が
、
各
店
舗
と
も
今
の
と
こ
ろ

順
調
に
販
売
さ
れ
て
い
る
様
子
で
す
。

　

牛
乳
パ
ッ
ク
は
、
白
を
基
調
に
し
た

ス
ッ
キ
リ
と
し
た
色
あ
い
の
デ
ザ
イ
ン

で
、商
品
名
の
一
部
の「
だ
い
す
き
」を

大
き
く
ア
ピ
ー
ル
し
、
品
の
い
い
顔
で

ス
ー
パ
ー
の
陳
列
棚
に
並
ん
で
い
ま
す
。

　

「
酪
農
牛
乳

酪
農
牛
乳
」・「
南
那
須
牛
乳

南
那
須
牛
乳
」と
も

　

�二
 
　

粗
飼
料
供
給
量
別
利
用
奨
励
措

置
に
つ
い
て

　

�三
 
　

那
須
高
原
ク
ー
ラ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ

ン（
仮
称
）設
置
計
画
に
つ
い
て

　

�四
 
　

栃
木
県
畜
産
協
会
の
役
員
候
補

者
選
任
に
つ
い
て

　

�五
 
　

職
員
採
用
に
つ
い
て

�
�
�
�

　

祝
結
婚

　

黒
磯
市
の
石
島
栄
志
さ
ん
が
六
月
十

四
日
に
新
婦
君
江
さ
ん
を
迎
え
ら
れ
結

婚
さ
れ
ま
し
た
。
末
永
く
お
幸
せ
に
。

　

那
須
町
の
遠
藤
拓
志
さ
ん
（
清
志
氏

の
長
男
）
が
六
月
二
十
一
日
に
新
婦
詩

子
さ
ん
を
迎
え
ら
れ
結
婚
さ
れ
ま
し
た
。

末
永
く
お
幸
せ
に
。

　

黒
磯
市
の
人
見
高
志
さ
ん
（
一
男
氏

の
長
男
）
が
六
月
二
十
一
日
に
新
婦
洋

美
さ
ん
を
迎
え
ら
れ
結
婚
さ
れ
ま
し
た
。

末
永
く
お
幸
せ
に
。

　

塩
原
町
の
和
田
泰
さ
ん
（
優
氏
の
長

男
）
が
六
月
二
十
二
日
に
新
婦
美
保
さ

ん
を
迎
え
ら
れ
結
婚
さ
れ
ま
し
た
。
末

永
く
お
幸
せ
に
。

　

全
共
栃
木
大
会

　

十
七
年
十
一
月
三
〜
六
日
に
決
定

　

さ
る
、
七
月
七
日
に
第
二
回
栃
木
県

六
月
度
理
事
会

報
告
事
項

　

�一
 
　

組
合
員
加
入
に
つ
い
て

　

�二
 
　

資
金
貸
付
に
つ
い
て

　

�三
 
　

支
所
別
地
域
説
明
会
結
果
報
告

に
つ
い
て

　

�四
 
　

六
月
分
生
産
者
支
払
暫
定
乳
価

に
つ
い
て

　

�五
 
　

関
連
会
社
（
栃
木
明
治
牛
乳
株

式
会
社
）
の
業
務
報
告
に
つ
い
て

協
議
事
項

　

�一
 
　

五
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

� �

�
�

�
�

� �

� �

�
�
�
�
�
�

実
行
委
員
会
が
開
か
れ
、
栃
木
大
会
は

平
成
十
七
年
十
一
月
三
日
〜
六
日
ま
で

の
四
日
間
（
六
十
万
人
の
来
場
見
込
）、

壬
生
町
羽
生
田
の
県
有
地
で
開
催
す
る

事
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
テ
ー
マ
を
「
ミ
ル
ク
の
国　

宣

言
！
」（
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
「
と
ち
ぎ
フ
ァ

ー
ム
フ
ェ
ス
タ　

２
０
０
５
」）
と
し
、

全
国
第
二
位
の
生
乳
生
産
県
を
ア
ピ
ー

ル
し
、
乳
用
牛
改
良
と
酪
農
振
興
の
ほ

か
、
消
費
者
と
の
ふ
れ
あ
い
・
交
流
、

「
や
す
ら
ぎ
の
栃
木
路
」
の
Ｐ
Ｒ
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

詳
細
は
今
後
検
討
さ
れ
ま
す
が
、
決

定
次
第
順
次
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン

ク
ー
ル
栃
木
県
大
会
の
開
催

　

高
校
生
及
び
消
費
者
を
対
象
と
し
て

牛
乳
・
乳
製
品
を
利
用
し
た
ア
イ
デ
ア

あ
る
料
理
の
レ
シ
ピ
を
募
集
し
て
お
り

ま
す
。
コ
ン
ク
ー
ル
を
通
じ
て
日
常
生

活
の
中
に
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
を
定
着

化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

①
主　

催　

栃
木
県
牛
乳
普
及
協
会

②
応
募
締
切　

八
月
三
十
一
日

③
選　

考　

書
類
選
考
を
行
い
、
十
名

を
選
出
し
実
演
後
審
査
を

行
い
ま
す
。

④
表　

彰　

最
優
秀
・
優
秀
・
優
良
賞

及
び
参
加
賞

　

詳
し
く
は
、
栃
木
県
牛
乳
普
及
協
会

℡
〇
二
八
―
六
六
四
―
三
六
一
一
又
は
、

各
支
所
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

� �

� �

� �

� �

�
�
�
�


